
横浜市立獅子ヶ谷小学校
令和元年度　学校配当予算配当金額

　令和元年度の獅子ヶ谷小学校の学校配当予算は、約１，４１２万円です。
　今年度は教科書の改訂に伴う指導書購入のため、通常の配当額に加えて約１０４万円の配当がありました。

（単位：円）

費目 計画予算額 主な執行内容

報償費 112,568 体験学習協力者、講演謝金他

消耗品費 7,079,468
事務用品・各教科教材・印刷用品ほか
☆うち\1,043,000は教科書改訂に伴う指導書加算

食糧費 0 学校行事来賓用弁当代

印刷製本費 0

修繕料 350,000 各種備品修繕

通信運搬費 155,500 児童交通費、切手代ほか

手数料（一般） 170,000 図書装備・ピアノ調律ほか

委託料 260,000 大型ゴミ収集、シュレッダー車出張

使用料及び賃借料 746,060 緊急用タクシー、体験学習公費負担分

学用器具費 953,106 各備品等

図書費 547,000 生徒用図書

負担金等 2,400 各種教育研究会負担金

小破修繕料（施設） 1,817,945 ガラス・施設の修繕

手数料（施設） 30,000 部品交換を伴わない施設修繕

小破修繕料（校地） 120,000 校地にかかる施設の修繕

燃料費（校舎） 231,000 校舎用のプロパンガス購入費

燃料費（給食） 1,550,000 給食調理用のプロパンガス購入費

計 14,125,047

◎器物損壊にかかる費用弁済について

　　横浜市では、器物損壊にかかる教育指導の一環として、弁済措置を導入しています。
　　これは、客観的で正確な事実把握に基づき、次に示す損壊行為の区分に応じた弁済を求めるものです。

　　区分１「故意によるもの」　　　　　　　　弁済請求率100%
　　区分２「重大な過失（故意に近いもの）」　弁済請求率50%
　　区分３「不可抗力によるもの」　　　　　　弁済請求率0%
　
　　これは横浜市教育委員会が定めた目安です。
　　実際に弁済を求める事態になった際は、各学校で当該行為の背景や児童の成長の様子等の教育的な配慮を
　踏まえて、弁済請求率を変動することができます。

令和元年度　予算執行計画の注目ポイント

◎理科室の実験用品の更新・導入を進めます！
理科授業用の用具の老朽化が進んでいるため、実験器具および薬品類の購入に、\425,104計上しています。

◎教室用品の更新を進めます！
教室に設置されている児童用机、いす、ゴミ箱の更新のため、\280,740計上しています。

◎児童の校外学習バス費用へ補助を出します！
昨年度に引き続き、6年体育大会、5年宿泊体験学習でのバス費用補助として、\579,860計上しています。
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